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20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利

と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か
ら
関
係
な
い
」

な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

日
時
◆
１
月
８
日（
日
）13
時
～

　
　
　
（
受
付
12
時
～
）

会
場
◆
海
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
中
店
９

　
　
　

番
31
号　

℡
８
２
２
―
７
３
７
３
）

対
象
◆
平
成
３
年
４
月
２
日
～

　
　
　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
町
内
の
対
象
者
に
は
、
は
が
き
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
他
の
市
町
村
に
住
民

票
を
異
動
し
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

い
る
た
め
、
支
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
で

は
、
１
９
８
５
年
生
ま
れ
（
２
０
０
５
年

に
20
歳
）
の
方
で
も
納
め
た
保
険
料
の
１
・

７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

２　

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年
金

が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ
り
、

老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

３　

ケ
ガ
や
病
気
、
万
が
一
の
と
き
に
も

　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
害
が

残
っ
た
と
き
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
の
遺
族
に
「
遺
族

基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

４　

納
め
た
保
険
料
は

　
　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
す
。

５　

国
民
年
金
は

　
　

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
年

金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る

た
め
、
年
金
に
加
入
（
20
歳
）
し
て
か
ら

年
金
を
受
給
（
65
歳
）
す
る
ま
で
の
間
、

社
会
経
済
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、

年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
て
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前
も
っ

て
保
険
料
を
出
し
合
い
お
互
い
を
支
え
合

う
制
度
で
す
。

　

加
入
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の
と
き
に
…
」
と
後

悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合
は
、「
学

生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

１　

生
涯
の
年
金
額
は

　
　

保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２
分

の
１
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の

１
）
が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て

　

冬
場
は
献
血
者
が
減
少
し
、
輸
血
用
血

液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
冬
期
の
安
全
な
血
液
を
安
定
的

に
確
保
す
る
た
め
、
献
血
者
数
が
減
少
し

て
い
る
若
者
を
中
心
に
広
く
協
力
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
多
く
の
患
者

さ
ん
の
命
を
救
う
た
め
、
新
成
人
の
方
を

は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

海
田
町
で
は
、
移
動
献
血
車
に
よ
る
献

血
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
次

回
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

２
月
13
日（
月
）ユ
ア
ー
ズ
東
海
田
店

　

３
月
５
日（
月
）イ
オ
ン
海
田
店

　
受
付
時
間　

10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
16
時

生
涯
学
習
課
　
☎
8
2
3 
― 
9
2
1
7

生
活
安
全
課
　
☎
8
2
3 
― 
9
2
0
8

広
島
南
年
金
事
務
所 

☎
2
5
3 
― 
7
7
1
0

　献血ルーム「もみじ」（広島市中区・
「本通」電停前）もご利用ください。
受付時間  10時～ 18時30分（無休）

←至宮島 至広島駅→

献血ルーム
「もみじ」

●県庁

　　●
デオデオ

「本通」電停

本通り

↓至市役所

（明治安田生命広島
本通ビル １・２F）

N

～
み
ん
な
の
力
で
、笑
顔
を
増
や
そ
う
～

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１
月
1
日
～
2
月
29
日

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

～
20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　  

『
国
民
年
金
』～

～
20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　  

『
国
民
年
金
』～

成 
人 
祭

成 

人 
祭

成 

人 
祭

12

新
成
人
の
み
な
さ
ん

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

差
出
有
効
期
間

平
成
24年

３
月

31日
ま
で

料
金
受
取
人
払
郵
便

海
田
支
店

承
　
認

626

7
0

9
7

8
3
6

 「広報かいた　アンケート」

海田町上市14番18号

海田町企画部企画課広報政策係

行

018

「広報かいた」に関するアンケート
にご協力ください

　海田町では、毎月1日に「広報かいた」を発行し、町民の皆さんに行政情報を中心にお知らせしています。
「あのことが知りたい」「これはどうなっているの？」という皆さんの声に対応し、よりよい広報紙を発行す
るうえで、皆さんの現在の利用状況やさまざまな意見を参考にしていきたいと考えています。アンケートに
ご協力くださるようお願いします。

切り取り

山折り

　この裏面のページ（14ページ）のアンケート項目に回答を記入して、次のいずれかの方法で
提出してください。
　締め切り　平成24年２月29日（水）当日消印有効

①郵送する。
②�裏面（14ページ）を海田町へFAXで送信する。（FAX０８２−８２３−９２０３）

　①の場合は、お手数ですが、このページを点線に沿って切り取り、折って、のり付けのうえ、
封筒にしてください。郵送の場合は、切手は不要です。

問い合わせ：海田町企画部企画課広報政策係　電話０８２−８２３−９２１２

回答方法

提出方法

切
り
取
り


